
W.技 術報告

1.湯 浅農場

1)柑 橘の台 木育成に関す る研究 友廣教道

柑橘 の実生 はその母樹 と遺伝的に異なることが多 く,ま た結実 までに年数がかか るため,既 存品種

の繁殖には適 さない.こ のため,耐 寒性 と病害虫抵抗性 があ り,樹 の蟻化効果のあるカラタチが台木

として使用 され,そ こに繁殖 したい品種 から採取 した接 ぎ穂 を接木 して苗木 が生産 され る.

そ こで,柑 橘苗木の 自家生産技術 を確立する 目的で,カ ラタチの播種試験を行 った.

(1)材 料お よび方法

平成21お よび平成22年10月 に,見 本園で植 栽 され ているカ ラタチ(Po〃oか 〃ε ごr/fblf8亡∂)の 完熟

果実か ら種子 を取 り出 し,水 洗後 日陰で乾燥 させた.ま た,平 成22年10月 にカラタチ系統の`小 葉系
'
,`ト ゲナ シ'お よび`ル ビ ドー'の 果実か らも同様 の方法で採種 した.

実験1慣 行 法による播種

平成22年3月 中旬,プ ランター内に山土を入れ,カ ラタチ種子 をす じ播 き し,バ ー ミキュライ トで

覆土 した.灌 水,施 肥等の栽培管理は慣行法で行った.

実験2力1]温 処理 お よび播種時期に よる発芽の差異

平成22年12月 初旬,プ ラステ ィック容器 内に山土を入れ,カ ラタチ種 子を播種 し,バ ー ミキュライ

トで覆 土を行 った.こ れ を温度25℃ の人工気象器 に入れた.対 照は野外条件 と した.

(2)結 果および考察

実験1慣 行法に よる播種

3月 中旬に慣行法で播種 したカ ラタチ種子は,約2週 聞後に発芽 した.そ の後,順 調に発 育 し,播 種

10カ 月後 には植物体の高 さ8.1～34.Ocm,直 径4.0～a2加mま で成長 した(写 真)、

実験2加 温処理お よび播種時期 による発芽の差異

実験1の 方法で播種 し,育 種 したカラタチ苗木 と同等の大きさまで早 く育成 させ る 目的で,播 種法

を検討 した.そ の結果,12月 初旬に播種 し,恒 温恒湿下で育成 したが,播 種3週 間後 においても発芽

が認め られなか った.

以上の結果か ら,カ ラタチ種 子は慣行条件 下では発芽 したが,

12月 初 旬の播種では加温 したの にも関わ らず発 芽 しなかった.

この原因 と しては,カ ラタチ種子 が低温要求量の不足か ら休眠

打破 され なかった可能性が示唆 され た.

今 後,柑 橘 苗木 を増産する 目的で,平 成23年2～3月 に慣行 法

で`小 葉系',く トゲナ シ'お よび`ル ビ ドー'を 播種 し、台木

として適す るか検定す る予定である.

当農 場 の見本園 では約20種 のカ ラタチ系統 を保存 してい るの

で,今 回,種 子 が得 られ た系統 以外 について も,採 種お よび播

種 し,よ り良い系統が探索できるよ う努 めていきたい.

・ダ 、

轟 翻 囲■■風弓

写真 カラタチ苗木
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2)ウ ンシュウミカンのマル チ試験 堀川勇次

当農場の ウンシュウミカンほ場 は東側に向かって緩やかに傾斜 し,東 端ほ ど土壌 の水はけが悪い こ

とか ら,東 端に近い樹 ほど果実糖度 は低 い.そ こで、低糖度の果実をなくし,品 質の揃 った果実 を生

産す る 目的で,ハ ーフマルチ敷設 の効果 を検討 した.

(1)試 験材料お よび方法

34年 生 ウンシュ ウミカ ン`宮 川早生'18樹 を供試 した.9月90に,幅lmの 不織布製の透湿性ハー

フマルチ を連続 して植栽 され た6列3樹 に対 して,幹 の両側 に敷設 し,マ ルチの合せ 目や周囲には土の

うを載せ て雨水 の流入を防止 した(写 真).マ ルチ 区は不着果 の3樹

を除外 した15樹,対 照区はマルチを敷設 しない3樹 を供試 した.8月

か ら11.月まで雨量 を記録 し,li月18日 に収穫 を行 った.収 量を階級

別 に測定後,果 実品質 を調査 した.果 実品質は各樹か ら大 きさのほ

ぼ等 しい5果 を採種 し,糖 と有機 酸を調査 した.雨 量は8月 合計が18.

6㎜,9月 合計が85.2㎜,10 .月合計が189.3㎜ であった,な お,ハ

ーフマルチはま とまって雨が 降った翌 日に敷設 した
.

(2)結 果お よび考察

収量は処理 による差がなか った(第17表).

写真 マルチ被覆状況

果実の糖度はマルチ区が1L2%,対 照 区が10.8%で あ り,マ ルチ 区が対照区 より有意に高かった.

有機酸含量はマルチ区が1.07%,対 照区が1.00%で あづたが,有 意差はなか った(第18表).

マルチ区で糖が高 くなった理 由として ,ハ ー フマルチ を畝上に敷設す ることよって,雨 水 を遮断 し,

土壌が乾燥 したため と考え られ る.ま た,今 回の実験では収量や有機酸が差がなかったが,こ の理 由

としてハ ーフマル チは全 面マル チ とは違 い,畝 間か ら雨水が適度に流入す るため,順 調に果 実肥大 し,

減酸 したためと考 えられ る.マ ルチ区では多少 の水ス トレスがあったが、見た 目では過度 に土壌が乾

燥 しす ぎることはな く,樹 勢の低下は見受け られ なかった.ま た,マ ルチ区は対照 区と比べ て果実の

着色が良 いように感 じた.

ハー フマルチの敷設にはコス トと労力がかか り,樹 勢を弱 らせる リス クがあるが,総 合的に見る と

収量が変わ らず果実品質が向上 した ことか ら,排 水不良のほ場 ではハーフマルチは有効 であるこ とが

分かった.マ ルチ敷設は天候の影響を少なか らず受 けるた め,今 後ハー フマルチの敷設や 除去の タイ

ミングについて,デ ー タを蓄積す る必要がある.

第ユ7表 階級別収量
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第18表 果 実 品 質

騰 有機 酸

(%)
マル チ

対照 区

ll.2±0.7

10.8±0.5

*

1.07±0.20

1.00士0.20

有意性 ns

注)平 均 値 ±標 準 偏 差 調査 果 数:マ ル チ 区70個,対 照 区15個

ns:5%レ ベ ル で 有 意 差 な し*:5%レ ベ ルで 有 意(t検 定)
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3)ウ ンシュ ウミカンの部分全摘果試 験 堀川勇次

当農場の ウンシュ ウミカンは高樹齢化のために,隔 年結果 しやす い.そ こで,安 定結実に効果があ

る とされ る部分全摘果 の効果 を検証 した.

(D材 料お よび方法

34お よび44年 生 ウンシュウ ミカン`宮 川早生'を それぞれ8柑 づっ供試 し,6月27日 に各樹齢 ごとに,

4樹 は半分の 主枝に全摘果 し、残 り半分の主枝は着果 させた(第5図).対 照区は7月30日 に荒摘果,9

月8日 に本摘果 を行 い、果 実数の調整 を行 った,調 査は果実階級別に果重 を測定 し,1樹 当た りの収量

を求 め,果 実品質(糖,酸)は 各樹 から3個 の果 実を採取 して調査 した.

(2)結 果お よび考察

6月27日 に部分全摘果(写 真1,2)を 行 ったが,そ の約10日 後に新芽が発生 し始めた・7月18日 には

新 芽の長 さが約2～5cm,長 い ものでは約10cmに 伸長 した(写 真3).7月31日 には新梢長は約10～20

cmに な った(写 真4).8月 か ら徐々に新梢が硬化 し始 め,8月29日 にはほぼ硬化が完了 した・

第19表 階級別収量

試 験 区2S以 下SML2L以 上 計(kノ 樹)

部 分 摘 果 区4.5±3.23.2± 且8.Ol4.2±5.35」 ±3。5L4±1.847.2±10.4

対 照 区7.6±3.63.6±2i.119.3±3.86.9±3.62.6±1.957.4±d.1
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収 量は部分摘 果区が対照区 より少なか

った(第19表).

果実 品質調査では,糖 度は有意差がな

か ったが,有 機酸含量 は部分摘果 区が対

照 区よ り有意に低 かった、部分全摘果後,

新 芽が発生す るのは約10日 後で,そ の芽

が 完全 に硬 化す るまで約2か 月要 した.

糖お よび有機 酸は数値 に大差がなく,部

分 全摘 果は品質に大 きく影響 しないこと

が分 かった、 また,収 量調査では部分摘

果 区 よ り対照区の方が収量は多 く,部 分

全摘果 を行 うと表年の樹の収量は減少す

る ことが分かった.

0.90±0.18

1.15±0.17

***

個個,対 照 区
*;5%レ ベ ル で 有 意

今回の試験では新芽を発生 させ ることができ,果 実品質や収 量を調査できたので,引 き続 き,翌 年

(裏年)の 新芽の発生,収 量お よび果実品質 を調査 し,隔 年結果防止に有効か検証 したい.
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2生 石農場

1)夏 季時にお ける牛舎の温度管理 について 浦西章生

ここ数年,夏 季 時の気温が高 く,温 暖化が注 目されている中,当 農場で も夏場の気温が高 く,牛 舎

内温度は30℃ を以上 まで上昇 してい る,畜 舎内温度の上昇は肥育牛の体調 を崩 しやす くな るため,前

年度 と作業内容 を変更 し,畜 舎 内温度管理について検討 した.

(1)材 料 と方法

平成21年 度温度管理作業

①畜舎内通路への水の散布(1日3回)

②畜舎装備の換気扇 ・送風機 の作動(温 度設 定20℃ で作動)

③大型扇風機 の作動2台(作 動時間AM9時 ～PM5時:8時 間強 レベル,設 置場所:舎 内通路)

④畜舎 両扉(昼 間:開,夜 間:閉)

平成22年 度作業内容

①畜舎 内通路へ の散水(1日3回 以上)

②畜舎装備換気扇 ・送風機 の作動(換 気扇 を24時 間連続作動,送 風機 を1台 屋根に増設)

③作業用扇風機の作動3台(24時 間連続作動 朝～ 夕方:強 レベル8時 間,夜 間:弱 レベル)

設置場所:舎 内通路)

④畜舎両扉(24時 間:開*有 害動物進入 防止のため,メ ッシュ扉 とネ ッ トを両扉 に設置)

⑤窓の開放(山 側 の窓を撤去 し網 を設置)

⑥畜舎屋根への散水(朝 ～夕方 まで噴霧状態で散水)

*⑤ と⑥は平成22年 度に新た に実施

(2)結 果お よび考察

上記 の牛舎の温度管理作業によって,前 年度 よ り畜舎内の温度上昇 を抑えることがで きた.す なわ

ち,前 年度 では畜舎外に比べて畜舎 内の最高温度 は,4.2～6.1℃ 高かったが,今 年度は1℃ 以内 に抑

えられた(第21表).こ れ は,「 屋根へ の散水」,「送風機 などの連続運転」および 「畜舎扉等 の開放」

の効果が高かった推察 され る.畜 舎屋根 はス レー ト瓦 を使用 しているため,一 度高温になるとなかな

か冷 めに くい.今 回,朝 か ら夕方 まで連続 で屋根 に散水す ることで,ス レー ト瓦の温度上昇を抑 える

ことができた.ま た,風 の通 り道 を確保す ることで,舎 内の熱気 を舎外 に放 出 し,パ ドック内の床敷

を乾燥 させ湿度 の上昇を抑 え,ア ンモニアガスの充満 とカビ等 の発 生を抑えることもで きた.

今後の対策 としては,よ り効果的にス レー ト瓦の温度 を低 下 させ る必要があると考 える.こ れ につ

いては,噴 霧状態で散水す るよりも,流 水状態 で散水 した方 が水の蒸発 も少な く,使 用水量も少な く

てすむ と考え られ るので,次 年度に検討 したい.夏 場を越 えてか らも,今 年度 は残暑が厳 しく,牛 の

体調がす ぐれず,食 欲不振 ・下痢 ・コクシジュ ウムな どが続 いたため,病 気発症予防のために飲料水

槽の洗浄 と毎 日の観 察をさらに厳密 に行い,高 品質肥育牛 を生産 してい きたい.
牌21玄 ム 内 の 気 温 ・湿 度 月IJ・ ・疹 着
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*H22年 度 の作 業 内容 は,7月 下 旬 よ り実施 した.
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2)分 娩前の母牛 管理 と出生牛の人工哺 育について 谷 口公則

現在,黒 毛和牛 の導入価格 は,40～60万 円(9～10か 月齢)で あ り,「 近 大お い し牛」 をよ り低 コ

ス トで生産す るためには,黒 毛和牛 を安 定的に繁殖 し,生 産 していくことが重要で ある.今 回,黒 毛

和牛の繁殖管理技術 について検討 した.

試験1母 牛の分娩前管理

母牛の分娩時に適切に対応 しない と繁殖障害が起 きる可能性が高 くなる・ したがって,分 娩 日を予

測す る ことは重要である.一 般的に母牛の体温は,分 娩直前になる と前 日より1℃ 以上の低 下がみ ら

れ る.今 回,分 娩までの直腸温度の変化 について調査 した.

(1)材 料お よび方法

当農場 で飼 育 してい る黒毛和牛(個 体番 号:12425-4198-6,H19.8」4生,雌 体細胞 クロー ン)で 分

娩 の兆候 がみ られたので,分 娩 日を予測す るため,母 牛の直腸温 を分娩予定 日の2週 間前か ら1日2回

(朝 夕)測 定 した.*人 工授精 日:平 成21年7月16日,分 娩予定 日:平 成22年4月27日

分娩 日:平 成22年4.月26日,午 後8時30分 頃,雌 子牛1頭 分娩(妊 娠期間284日 齢)

(2)結 果お よび考察

分娩 までの母牛の体温変化は第6図 の通 りである.

通常,分 娩前 日には約1℃ 以上の体温低下がみ られ るが,分 娩前2日 に約0.6℃ 低 下す るに とどまっ

た.し たがって,体 温低下 のみで分娩予定 日を予測す るのは難 しいが,0・5℃ 以上の低下がみ られた

場合 は,分 娩 を予定 して待機す る必要がある と考 え られた.分 娩は 自然分娩であ り,助 産の必要 はな

か った.胎 盤 も分娩後約3時 間でスムーズに排 出され,母 体の異常はみ られ なかった.た だ し,子 牛

の哺乳意欲 は少な く,母 牛 も興奮状態 であったため,子 牛の 自然授 乳は中止 し,人 工哺 育を実施 した・

娩`4r26・ PM8:30)

一 午 前9時30分

一 午 後4時30分

弟b捌 クナ男兄翻1∫(〃耳 干 『ノ1牛ij且翼1【 ・

試験2子 牛の人工哺育

黒毛和牛の繁殖,肥 育一貫経営 に向けて,人 工哺育法の確立は重要である.当 初,出 生牛 の自然哺

育(母 牛 と子牛を一緒に飼い,母 牛に子育て させ る)を 予定 していたが,今 回は,出 生 当 日よ り人工

哺育 を実施 した.

(1)材 料お よび方法

第7図 の通 り,初 乳,人 工乳お よび飼料 を給与 して子牛の人工哺 育を実施 した.初 乳は母牛の初乳

量が少なかったため,近 郊酪農家か ら提供 された凍結初乳 と混合 して給与 した.初 乳 と代用乳の給与

は哺乳瓶を使 用 して行 った.人 工乳(離 乳飼料)は 食いつきを早 くす るため,哺 乳瓶 型容器 を使用 し,

牧草は細断 し,食 べやす くして給与 した.

(2)結 果お よび考察

出生牛の生時体重29kgで あった.子 牛 の成長は人工哺 育でも全国平均 と同程度 に発 育 してい るこ

一20



と が 確 認 で き た(第8図).
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第7図 出生牛の飼料給与量一
*D¢ は1日 当 た り

の 増 体 重 を 示 し

た,

串体重 と体高の

標 準成長 曲線

(全国平均,上 下

限)は 日本飼料

標 準 を参 照 し

た。
第8図 出生牛の体重変化一標準成長曲線との比較一 一
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1㍗ 第す図 忌生覇 体蔽 化撫 巌 曲滋 砒 較一

初乳量 を最 大3併 日と したが,子 牛の体調 をみ なが ら,増 量す ることも必要である と思われ る,

代用乳は順調に給与す ることができた.人 工哺育は自然哺育 より手間がかかるが,子 牛が飲 んだ初乳

や代用乳の量を把握でき る.子 牛の体調 を十分観察 し,必 要養分量(日 本飼料標準を参照)を 考慮 し

て哺育すれば,人 工哺育でも充分子牛 を育 てられ ることが確認 できた,

また,70日 齢での離乳は早期離乳 とい えるが,人 工乳の食いつ きが良かった ことか ら,順 調に増量

で きたため,必 要な栄養 素は摂食で きていたと考 えられ た.し か し,乾 草は食いつ きが悪 く,2か 月

齢まではほ とん ど食べ なかった.子 牛 は個体差が大き く,1つ の飼料給与方法で食 いつ く とは限 らな

いため,子 牛に合 わせて試行錯誤す る必要があ る.た だ,哺 育期 の子牛は第1胃 が発達 していないた

め,乾 草 を給 与 しなくて もよい との意見 もあ るので,今 後検討 していきたい.子 牛 の成長は生後5か

月齢頃まで平均的であったが,7,8か 月齢では少 し鈍かった,体 調 は良かったが,乾 草の摂取量が増

えなかった ことが一因だと思われる.チ モシー とアル ファル ファの配分を変え,育 成期は 「栄養価の

高い乾草を食い こませて,骨 格 と胃袋を大 きくす る」 ことを最大の課題 として取 り組みたい.



3)「 近大おい し鴨」の飼料要求率について 岩森明彦

「近大おい し鴨」(合 鴨)は 平成20年 よ り飼料組成 を変 えて飼育 しているが,平 成20年 以前の飼料

(飼料A)と 平成21年 以降の飼料(B)の 飼料要求率の変化 を調査 した.

(1)材 料お よび方法

飼 料組成 は下表 の通 りである.飼 料Aは マ ッシュ(粉 末)の ため,水 と撹拝 して1日2回 の給餌 とし

た.一 方,飼 料Bは ペ レッ ト(固 形)の ため,そ のままの状態 で1日1回 給餌 した.

第22表 飼 料Aの 組 成 第23表 飼 料Bの 組 成

原材料 合ロ

　館配 原材料 合

　館配

穀類
植物性油 かす類
そ うこ う類
動物質性飼料
その他

70

8

10

5

7

穀類
植物性油かす類
そ うこう類
動物質性飼料
その他

53

22

15

5

5

(2)結 果および考察

飼料Aは2年 間の平均飼料要求率が3.86で あった.肉 質は本来の鴨肉の匂いがあ り,味 に深みがあ

った.飼 料Bは3年 間の平均飼料要求率が3.98と 飼料Aよ り高めであった.こ れは飼料Bに 変更 した

平成20年 が4.31と 高 く,給 与法が適切でなかった ことか ら過剰給餌 が原 因 と考え られ る.し か し,肉

質は本来の鴨肉の匂 いを残 しなが らも,や わ らか く仕上がってお り,飼 料 のし好性 は高い と考える.

今後 さらに,飼 料Bの 適切 な給与法 を確立 し,「 近大おい し鴨」 を生産 してい きたい.

第24表 「近 大 お い し鴨 」 の飼 料 要 求 率 の 違 い

猜wこA

入 日 司 目 日 　

(日)

司'な 維 里

(kg)

増 里

(kg)

司'舜 要 ・'率

平 成18年1月18日
4.月7日

9月14日

9月28日

平 成18年 平 均

平 成19年9月20日

平 均

76

70

75

70

73

71

72

14.34

12.93

14.73

13.43

13.86

14.42

14.14

3.615

3.627

3.750

3.747

3.685

3.640

3.663
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り
0

0
0
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0

673

693

6803

百wこB

入 日 司 目 日'ξ

(日)

司'突 給 量

(kg)

日 量

(kg)

洞'突 要 ・'率

平 成20年3月27日
9.月25日

平 成20年 平 均

8

7

7
1

9
自

-
⊥
7

16.74

14.26

15.50

3.739

3.446

3.593

4.48

4.14

4.31

平 成21年3,月26日
9月3日

平 成21年 平 均

平 成22年4月1日
9月2日

平 成22年 平 均

平 均
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0

7
5

70

70

一70

一71

13.33

14.02

13.68

13.94

14.72

14.33

14.50

3.692

3.707

3.700

3.649

3.638

3.644

3.646

3.61

3.78

3.70

3.82

4.05

3.93

3.98



4)と よのか種 を使用 した夏期 のいちご栽培技術の確立 大硲靖之

現在,い ちごはク リスマス前か ら5月 頃にかけて生産,消 費 されているが,近 年ケーキなど夏の需

要が増 している.昨 年度に続 き,い ちごの夏期栽培技術 の確立について試験 を行った.

(1)材 料お よび方法

い ちごは`と よのか'の 親株 として20株,鉢 受 けしたランナー子株40株 を使用 し,対 照 品種 として

夏用品種`夏 子 の苺'を4株 使用 した.栽 培は標 高750mの ビニルハ ウス内で行った.夏 期収穫 をめざ

して、昨年までは高地の冷涼 な気温を生か して開花時期 を遅 らせ 、収穫期 間をできるだけ長 く維持す

るよ うに管理 した。今年 は発想 を転換 し、2月 か ら加 温 し,3月 にランナー鉢受 け,8月 に収穫 と出荷

を目標 とした.施 肥 は1ポ ッ トに付 き中玉固形肥料3～4個,化 学肥料(8-8-8)と 苺用配合肥料 をそれぞ

れ一掴み(約159,追 肥 として苺用配合肥料を一掴み程度(約159)施 用 した.2009年10月 に購1入し

た苗(親 株)の 定植時にカキガラを施用 したポ ッ トと施用 していないポ ッ トに分 けて,ラ ンナー と株

の成長 を観察 した.

(2)結 果お よび考察

2月 中頃か ら加温 したため,ラ ンナーの鉢受けは3月 末か らとな り,開 花率は50%程 度 に低下 し,収

量は少 なかった.し か し,今 夏の猛暑の 中,`と よのか'を 用いて夏期収穫ができる可能性 が示 され

た(第25表,第26表).カ キガ ラを施用 しなかったポ ッ トは,3月 中頃か ら葉色が薄 くな り,肥 料切

れ を起 こし,4月 末 に施肥 を行 った.開 花は5月 末か ら始 ま り,収 穫 は6月 末か ら始めた.こ の ことに

よ り,肥 料切れに よる花芽形成が確認できた.カ キガ ラを施用 したポッ トは,は っき りした葉色の変

化 は確認 できず,肥 料切れ は起きなかったもの と考 える.ま た,施 肥等の分化処理 を行 わない場合,

開花率はカキガラを施用 しなかったポ ッ トでは80%,カ キガラを施用 したポ ッ トでは0%で あった(デ

ー タ略) .以 上の ことか らカ キガ ラには肥料の吸収 を助 ける効果 があった と考 える.今 後 は,早 めの

加 温によ り開花率が改善できるもの と思われ る.

2009年

ん触25

2010年*

い ち ご の 記 ・'

2010年** 2010年 夏 子 の 苺

月 果数 平 均 開花率 果数 平均 開花率 果数 平均 開花率 果数 平均 開花率

果重 早雷 早雷r%)異 重

月

月

rO

ρ0

7月

8月

9月

(個)(g)(%)(個)(g)(%)(個)(g)

313.3100

2289.0100

766.2100

1566.095

(発 病 処 分)

12

71

42

8.747

6.529

8

6

1

ρ0

5

9.150

5.220

(個)(9)(%)

100

1617.9100

475.6100

466.5100
'(発 病 処 分)

注)*ラ ン ナ ー 鉢 受 け3/29～4/9,植 替 え 時 カ キ ガ ラ使 用

**ラ ン ナ ー 鉢 受 け3/31～4/19
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5>ミ ニブタ種雄豚専用パ ドックの改造 大硲靖之

当農場では ミニブタ精液 の保存法 を検討 してきたが,最 近,種 雄豚の精液性状が安定 してお らず,

さらに微生物の混入が散見 され る,こ れ は,種 雄豚の衛生管理 が不十分である ことが原因の一っ と考

えられる.

このために,排 泄 した糞尿 をできるだけ豚体に付着 させな いよ うに,種 雄豚 専用パ ドック床 を改良

したので,そ の効果を検証 した,

(1)材 料お よび方法

排泄 した糞尿 をできるだけ豚体に付着 させないよ うに,種 雄豚 専用パ ドック床にすの こ状のステ ン

レス製 メ ッシュを設置 した.設 置方法は写真の通 りであ り,豚 体への汚れの程度や精液中の微生物数

を調査 した。

(2)結 果お よび考察

従来 は1週 間以 内で汚れ が 日立 っていたが(特 に下腹部),メ ッシュを設 置 した ことで,'ド 腹部は

汚れ る ことな く,2か 月程度は清潔な状態を保 った.さ らに,精 液内にお ける微 生物 も減少 する傾 向

であった(詳 細データ非表示).現 在,清 掃時の作業性 を高めるため,さ らに改良型 を製作 してお り,

その効果 を検討 してい く予定である.

写真 ミニブタ種雄豚専用パ ドックの改造

1パ ドック床改造前の状態

2改 造前の床での種雄豚の飼育状況(汚 れが 目立つ)

3パ ドック床改造後の状態(メ ッシュの設置)

4メ ッシュ設置後の種雄豚の飼育状況(汚 れはほとんど見られない)



6)堆 肥 を利用 したバイオ コークスの作製 岩森明彦

当農揚で は平成22年 度 よ り,家 畜糞尿の有効利用 として。理 工学部井 田教授が開発 したバイオ コー

クスの制作 に取 り組みは じめた.今 回,乾 燥堆肥を使用 したバイ コー クスの作製法 について検討 した.

(D材 料および方 法

乾燥堆肥 よりバイオ コー クス を作製 した(第10図).す なわ ち,乾 燥堆肥は熟成堆肥 を ビニルハ ウ

ス内で均一に広げ,10日 程天 口干 した.つ いで,① 乾燥堆肥 を粉 末にする,② 乾燥堆肥 の水分量 を測

定す る,③ シ リンダー一にシ リコン製 の底蓋 〔1枚)を 入れて乾燥 堆肥を充填す る,④ 乾燥堆肥 に圧縮

機 を用いて圧力をかけ,ヒ ー ターを用いてシ リンダー内をユ55℃にす る,⑤ さらに155℃ で加熱す る,

⑥扇風機 でシ リンダーを35℃ に下げる の順 で複数の コー クスを作製 し,そ の状態 と再現性 につ いて

調査 した.

圧縮機

コンプ レ ッサー

ヒー ター

温度調節機

噛シ リンダー

に 乾 燥 堆 肥

を充填

シ リンダー

ヒー ター

*シ リンダー

を ヒー ター で

囲む

シ リコン

製底蓋

第10図 堆肥 を利用 したバイオコー クスの作製方法

(2)結 果お よび考察

8回 の試験 しかで きなか ったが,Nα3が 全体 に黒色で最 も良好 なバイオコー クスを作製す ることがで

きた(写 真参照).同 条件 で数回行 ったが,黄 土色 か ら茶色にな り再現す ることがで きなか った.こ れ

は,シ リンダー内の錆の影響であると考 え られた,

今後 は,シ リンダーの管理 を徹底 し,早 急 に堆肥か ら良好なバイオコー一クスを作製 し,再 現性 の高

い作製法 を確立 していきたい.



写真 堆肥で作製 したバイオコー クス

第27表 乾燥堆肥 を用いたバイオ コー クスの作製

No.f乍 製1」 堆1把 シ リ コ 圧 力 温 度 加 熱

水 分 量 ン設 置 時 間

場 所

(%) (t)(℃)(分)

備 考

18月25Hl5。59上 部415515

28月27】 」15.53上 部416515

38jj301dl3.38ド 詐Fl;415515

弓9月30口13.32下 部415015

5ユOJ]6Fll4.53-F音 「～4155上5

6ユ0月7014.11ド 部515515

710♪ll50L3.73下 部615515

812月24015.82ド ≠訂～ 415515
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